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書
評
　
葛
全
勝
等
『
中
国
歴
朝
気
候
変
化
』（
科
学
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）

　
本
書
評
で
は
、
中
国
歴
史
時
代
に
お
け
る
気
候
変
動
の
研
究
の
現

状
を
概
括
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
葛
全
勝
氏
に
よ
る
『
中
国
歴
朝
気

候
変
化
』
を
取
り
扱
う
。

　
中
国
史
に
お
い
て
も
、
早
く
か
ら
歴
史
時
代
の
気
候
の
問
題
は
注

意
す
べ
き
事
柄
と
し
て
認
識
さ
れ
、
竺
可
楨
氏
に
よ
る
「
中
国
近

五
千
年
来
気
候
変
遷
的
初
步
研
究
（
１
）

」
は
、
現
在
で
も
中
国
史
研
究
に

お
け
る
必
読
の
文
献
と
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
学
の
分
野
で
は
、
竺
可

楨
の
研
究
が
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
続
け
て
い
た
が
、
気
候
学
分
野

に
お
い
て
は
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
よ
り
高
度
な
技
術
を
用
い

た
中
国
歴
史
時
代
の
古
気
候
に
関
連
す
る
論
考
が
書
か
れ
続
け
て
お

り
、
一
九
九
〇
年
代
に
も
張
丕
遠
等
編
『
中
国
歴
史
気
候
変
化
（
２
）

』
な

ど
の
関
連
書
籍
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し

も
歴
史
学
分
野
に
は
影
響
を
与
え
て
こ
な
か
っ
た
。
歴
史
地
理
分
野

に
お
い
て
は
、
史
念
海
に
よ
る
一
連
の
成
果
が
あ
る
が
（
３
）

、
こ
れ
は
文

献
史
料
を
用
い
た
研
究
成
果
で
あ
り
、
長
期
的
な
気
候
変
動
に
つ
い

て
は
、依
然
と
し
て
竺
可
楨
の
論
文
が
参
照
さ
れ
続
け
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
既
に
出
版
か
ら
五
〇
年
近
い
時
間
が
経
ち
、
こ
の
間
に
古

気
候
学
は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
最
新
の

科
学
的
知
見
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
書
評
三

　
中
国
史
に
関
連
す
る
古
気
候
研
究
の
現
状
と
課
題

　
　
―
葛
全
勝
等
『
中
国
歴
朝
気
候
変
化
』

　
西
　
村
　
陽
　
子
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

　
本
書
は
、
中
国
に
お
け
る
最
新
の
古
気
候
学
の
現
状
を
把
握
す
る

上
で
現
在
最
も
よ
く
ま
と
ま
っ
た
書
で
あ
り
、
二
〇
一
一
年
の
刊
行

以
来
、
既
に
地
理
学
・
気
候
学
の
分
野
か
ら
数
本
の
書
評
が
公
表
さ

れ
て
い
る
（
４
）
。
著
者
の
葛
全
勝
氏
は
、
中
国
科
学
院
地
理
科
学
与
資
源

研
究
所
の
所
長
を
務
め
、
古
気
候
学
・
地
理
学
・
歴
史
地
理
・
気
象

学
等
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
斯
学
の
第
一
人
者
と
さ
れ

る
人
物
で
あ
る
。
本
書
は
、
豊
富
な
文
献
史
料
を
集
成
し
て
用
い
、

年
輪
・
湖
底
堆
積
物
・
氷
コ
ア
・
石
筍
サ
ン
プ
ル
等
の
デ
ー
タ
を
用

い
て
執
筆
さ
れ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
て
お
り
（
５
）
、
全
体
の
半
分
以
上
が

文
献
史
料
を
用
い
た
論
証
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
扱
う
範
囲
の
広
さ

か
ら
章
ご
と
に
数
名
の
専
門
家
に
よ
る
分
担
執
筆
と
な
っ
て
い
る

が
、
葛
全
勝
氏
は
全
章
に
第
一
著
者
と
し
て
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
全
体
の
統
一
性
を
担
保
し
て
い
る
。

　
本
書
の
目
次
の
日
本
語
訳
と
各
章
の
執
筆
者
は
以
下
の
と
お
り
。

第
一
章
　
先
史
時
代
に
お
け
る
中
国
の
気
候
変
動
（
執
筆
：
葛
全
勝
・

方
修
琦
、
資
料
収
集
：
侯
光
良
・
王
倩
）

第
一
節
　
第
四
紀
以
降
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
気
候
変
動
　
　
第
二

節
　
第
四
紀
に
お
け
る
中
国
の
気
候
変
動
　
　
第
三
節
　
完
新

世
に
お
け
る
中
国
の
気
候
変
動

第
二
章
　
夏
・
商
・
周
：
気
候
最
温
暖
期
後
お
よ
び
そ
の
延
伸
（
執

筆
：
葛
全
勝
・
呉
文
祥
、
資
料
収
集
：
劉
浩
龍
・
周
揚
）

第
一
節
　
気
候
変
動
の
基
本
的
な
特
徴
　
　
第
二
節
　
気
候
変

動
と
夏
・
商
・
周
文
明
の
進
展
　
　
第
三
節
　
寒
暖
に
よ
る
文

明
盛
衰
の
韻
律

第
三
章
　
過
去
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
温
度
変
化

（
執
筆
：
葛
全
勝
・
鄭
景
雲
・
劉
浩
龍
、
資
料
収
集
：
伍
国
鳳
）

第
一
節
　
過
去
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
北
半
球
に
お
け
る
温
度

変
化
　
　
第
二
節
　
過
去
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
南
半
球
の
温

度
変
化
　
　
第
三
節
　
過
去
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
南
半
球
・

北
半
球
の
温
度
変
化
の
異
同
　
　
第
四
節
　
過
去
二
〇
〇
〇
年

に
お
け
る
温
度
変
化
の
再
建
結
果
の
不
確
実
性

第
四
章
　
秦
・
漢
以
降
に
お
け
る
中
国
の
気
候
変
動
の
基
本
的
な
特
徴

（
執
筆
：
葛
全
勝
・
鄭
景
雲
、
資
料
収
集
：
劉
浩
龍
・
郝
志
新
）

第
一
節
　
温
度
の
変
化
　
　
第
二
節
　
乾
湿
（
降
水
）
の
変
化

第
五
章
　
過
去
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
気
候
変
動
と
中
国
社
会
の
発
展

（
執
筆
：
葛
全
勝
・
何
凡
能
・
劉
浩
龍
、
資
料
収
集
：
李
柯
曽
）

第
一
節
　
気
候
変
動
と
農
業
経
済
　
　
第
二
節
　
気
候
変
動
と

社
会
の
動
乱
　
　
第
三
節
　
気
候
変
動
と
人
口
の
増
減
・
遷
徙

　
　
第
四
節
　
気
候
変
動
と
遊
牧
民
族
の
盛
衰
と
遷
徙
　
　
第

五
節
　
気
候
変
動
と
中
原
王
朝
の
盛
衰

第
六
章
　
秦
・
漢
：
天
下
の
気
候
が
和
ら
い
だ
時
代
（
執
筆
：
葛
全

勝
・
劉
浩
龍
・
鄭
景
雲
、
文
章
修
正
：
何
凡
能
、
資
料
収
集
：

王
順
兵
）
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中
国
史
に
関
連
す
る
古
気
候
研
究
の
現
状
と
課
題
（
西
村
）

第
一
節
　
寒
暖
の
変
化
　
　
第
二
節
　
乾
湿
の
変
化
　
　
第
三

節
　
水
と
植
生
の
変
化
　
　
第
四
節
　
農
業
体
系
の
変
化
　
　

第
五
節
　
政
局
の
治
乱
と
人
口
の
変
化

第
七
章
　
魏
晉
南
北
朝
：
霜
と
霧
の
中
を
彷
徨
う
乱
世
（
執
筆
：
葛

全
勝
・
劉
浩
龍
・
鄭
景
雲
、
資
料
収
集
：
郭
義
強
）

第
一
節
　
寒
暖
の
変
化
　
　
第
二
節
　
乾
湿
の
変
化
　
　
第
三

節
　
水
と
植
生
の
変
化
　
　
第
四
節
　
農
業
体
系
の
変
化
　
　

第
五
節
　
人
口
・
戦
争
の
変
化
　
　
第
六
節
　「
寒
食
散
」
服

用
の
盛
行
と
衰
退
、
北
魏
の
遷
都
、
楼
蘭
王
国
の
衰
退

第
八
章
　
隋
唐
：
盛
世
は
ひ
っ
そ
り
流
火
の
星
と
と
も
に
去
る
（
執

筆
：
葛
全
勝
・
劉
浩
龍
・
傅
輝
、
文
章
修
正
：
程
邦
波
、

資
料
収
集
：
張
学
珍
）

第
一
節
　
温
度
の
変
化
　
　
第
二
節
　
乾
湿
の
変
化
　
　
第
三

節
　
水
と
植
生
の
変
化
　
　
第
四
節
　
農
業
体
系
の
変
化
　
　

第
五
節
　
人
口
の
変
化
と
経
済
の
重
心
の
南
移
　
　
第
六
節
　

戦
争
、
疆
域
の
伸
縮

第
九
章
　
北
宋
：
暖
か
く
乾
燥
し
た
時
代
（
執
筆
：
葛
全
勝
・
傅
輝
・

劉
浩
龍
）

第
一
節
　
冷
暖
・
乾
湿
の
基
本
的
な
特
徴
　
　
第
二
節
　
植
生

の
変
化
と
黃
河
の
移
動
　
　
第
三
節
　
水
域
の
変
化
と
防
潮
堤

の
修
築
　
　
第
四
節
　
農
業
の
変
化
　
　
第
五
節
　
熙
寧
の
変

法
・
民
変
・
西
夏
の
興
亡

第
十
章
　
南
宋
・
元
代
：
中
世
温
暖
期
か
ら
小
氷
期
へ
の
変
転（
執
筆
：

葛
全
勝
・
呉
文
祥
・
傅
輝
・
劉
浩
龍
、
資
料
収
集
：
周
揚
）

第
一
節
　
冷
暖
・
乾
湿
の
基
本
的
な
特
徴
　
　
第
二
節
　
江
南

に
お
け
る
農
業
の
変
化
　
　
第
三
節
　
人
口
の
変
化
、
経
済
の

重
心
の
南
移
　
　
第
四
節
　
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
西
征
と
衰
退
　

　
第
五
節
　
元
代
の
禁
酒

第
十
一
章
　
明
朝
：
小
氷
期
の
前
半
期
（
執
筆
：
葛
全
勝
・
劉
浩
龍
、

資
料
収
集
：
張
学
珍
）

第
一
節
　
寒
暖
の
変
化
　
　
第
二
節
　
乾
湿
の
変
化
　
　
第
三

節
　
水
文
・
植
生
の
変
化
　
　
第
四
節
　
農
業
体
系
の
変
化
　

　
第
五
節
　
疫
病
・
戦
乱
・
人
口
変
化
　
　
第
六
節
　
中
医
・

避
災
・
祭
祀

第
十
二
章
　
清
朝
：
寒
冷
な
時
代
（
執
筆
：
葛
全
勝
・
郝
志
新
・
傅

輝
・
鄭
景
雲
・
劉
浩
龍
、
文
章
修
正
：
程
邦
波
、
資
料
収
集
：

伍
邦
鳳
）

第
一
節
　
温
度
と
降
水
の
基
本
的
な
特
徴
　
　
第
二
節
　
極
端

な
気
候
事
件
　
　
第
三
節
　
水
域
・
植
生
の
変
化
　
　
第
四
節

　
柑
橘
と
二
期
作
の
稲
の
栽
培
　
　
第
五
節
　
農
業
収
穫
量
と

穀
物
価
格
　
　
第
六
節
　
清
朝
後
期
の
社
会
動
乱

主
要
参
考
文
献
、　
　
附
録
一
　
十
干
十
二
支
対
照
表
　
　
附
録

二
　
中
国
歴
朝
の
興
亡
時
期
一
覧
表
　
　
附
録
三
　
略
語
一
覧
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

　
附
録
四
　
秦
漢
以
降
の
気
候
変
動
と
そ
の
影
響
図
　
　
图
版

　
巻
末
に
附
さ
れ
た
附
録
四
「
秦
漢
以
降
の
中
国
の
気
候
変
動
と
そ

の
影
響
図
」
は
、
歴
朝
の
気
候
変
動
が
年
表
形
式
で
一
覧
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
王
朝
の
興
亡
お
よ
び
秦
漢
以
来
東

中
部
地
区
の
冬
季
温
度
変
化
（
三
〇
年
平
均
）
の
グ
ラ
フ
を
軸
と
し

て
、農
牧
交
錯
地
帯
北
界
の
変
化（
フ
フ
ホ
ト
～
潼
関
ラ
イ
ン
以
西
）、

戦
争
発
生
回
数
（
三
〇
年
平
均
）・
米
価
指
数
（
三
〇
年
平
均
）・
中

国
重
大
社
会
事
件
年
表
、
干
害
・
水
害
発
生
件
数
（
五
〇
年
平
均
）、

黄
河
決
壊
件
数
（
三
〇
年
平
均
）、
長
江
河
口
段
の
海
面
変
化
な
ど
、

基
礎
的
な
デ
ー
タ
が
一
覧
表
に
ま
と
め
ら
れ
、
カ
ラ
ー
図
版
で
掲
載

さ
れ
る
な
ど
、
気
候
デ
ー
タ
と
王
朝
興
亡
と
の
関
係
が
鮮
明
に
見
て

取
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
執
筆
陣
に
名
を
連
ね
る
方
修
琦
・
呉
文
祥
・
鄭
景
雲
・
劉
浩
龍
・

何
凡
能
・
傅
輝
・
郝
志
新
の
各
氏
は
い
ず
れ
も
古
気
候
学
・
地
理

学
・
気
象
学
な
ど
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
研
究
者
で
、
資
料
収
集
な

ど
に
あ
た
っ
て
い
る
各
氏
も
同
様
で
あ
る
。
本
書
の
「
自
序
」
に
も

書
か
れ
る
と
お
り
、
中
国
科
学
院
地
理
科
学
与
資
源
研
究
所
を
中
心

と
し
て
行
わ
れ
た
古
気
候
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、「
気
象
科

学
技
術
の
視
点
か
ら
見
た
社
会
変
遷
（
６
）
」
の
書
で
あ
る
。
一
方
で
、
メ

ン
バ
ー
に
中
国
史
等
を
専
門
と
す
る
人
文
科
学
系
の
専
門
家
の
参
加

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
古
気

候
学
・
地
理
学
と
い
う
理
系
分
野
の
研
究
者
が
、
デ
ー
タ
と
文
献
史

料
を
用
い
て
中
国
歴
朝
の
気
候
変
動
と
社
会
へ
の
影
響
を
論
じ
た
書

で
あ
り
、
本
書
の
長
短
は
い
ず
れ
も
こ
こ
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
本
書
は
、
全
篇
を
通
じ
て
寒
暖
の
変
化
、
湿
度
の
変
化
、
植
生
の

変
化
に
つ
い
て
注
意
を
払
い
つ
つ
論
が
進
ん
で
お
り
、
本
書
で
度
々

参
照
さ
れ
る
古
気
候
デ
ー
タ
は
、
南
極
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
コ

ア
だ
け
で
な
く
、
吉
林
金
川
泥
炭
、
湖
北
神
農
架
三
宝
洞
・
江
蘇
葫

蘆
洞
石
筍
、
湖
南
湘
西
龍
山
蓮
花
洞
石
筍
、
湖
北
省
和
尚
洞
石
筍
・

貴
州
董
哥
洞
石
筍
、
西
蔵
自
治
区
の
若
崗
日
氷
コ
ア
・
古
里
雅
氷
コ

ア
、
青
海
省
祁
連
山
脈
の
敦
徳
氷
コ
ア
な
ど
、
中
国
の
東
北
・
中
東

部
・
西
北
・
青
海
・
チ
ベ
ッ
ト
・
東
南
・
西
南
の
各
地
で
蓄
積
さ
れ

た
酸
素
同
位
体
比
の
デ
ー
タ
を
万
遍
な
く
用
い
、
気
温
・
湿
度
、
地

域
に
よ
る
特
性
も
含
め
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
既
に
気
候
と

歴
史
の
関
係
を
精
緻
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る

レ
ベ
ル
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
中
国
に
お
け
る
各
王
朝
の
歴
史
的
展
開
と
気
候
変
動
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
執
筆
陣
の
専
門
性
と
は
異
な
る
た
め
か
、
歴

史
に
関
連
す
る
史
資
料
の
扱
い
は
相
当
に
甘
い
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得

ず
、
各
所
で
心
許
な
い
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
章

で
述
べ
ら
れ
る
夏
商
（
殷
）
周
時
期
の
気
候
変
動
と
禹
王
の
即
位
年

次
に
関
わ
る
気
候
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
禹
王
の
即
位
年
次
を
「
夏
商
周
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断
代
工
程
」
の
成
果
に
全
面
的
に
依
拠
し
（
７
）

、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
年

代
に
四
二
〇
〇
～
四
〇
〇
〇
年
前
に
起
こ
っ
た
気
温
低
下
イ
ベ
ン
ト

（
降
温
事
件
）
を
当
て
は
め
、
さ
ら
に
『
竹
書
紀
年
』
に
見
え
る
仲

康
五
年
秋
九
月
甲
戌
朔
の
日
食
を
紀
元
前
一
八
七
六
年
と
す
る
推
論

を
根
拠
と
し
、
逆
算
し
て
禹
の
即
位
年
次
を
紀
元
前
一
九
四
八
年
と

断
定
し
て
い
る
（
８
）
。
だ
が
、
当
該
時
期
の
年
次
は
確
定
す
る
こ
と
が
困

難
で
、「
夏
商
周
断
代
工
程
」
も
ま
た
有
効
な
結
論
を
見
い
だ
せ
て

い
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
（
９
）

、
こ
れ
に
特
定
の
気
候
イ
ベ
ン

ト
を
当
て
は
め
、
さ
ら
に
推
算
を
重
ね
て
時
期
を
断
定
す
る
根
拠
と

す
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
春
秋
戦
国
時
代
に
至
る
ま
で

の
各
時
代
で
「
夏
商
周
断
代
工
程
」
が
提
示
し
た
年
代
に
気
候
を
当

て
は
め
る
手
法
が
と
ら
れ
て
お
り
、
精
度
の
高
い
デ
ー
タ
を
生
か
し

切
れ
て
い
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
第
八
章
第
四
節
で
は
、
調
露
元
年
（
六
七
九
）
に
設
置
さ
れ
た
六

胡
州
の
位
置
を
以
て
、
当
時
の
農
業
遊
牧
境
域
地
帯
の
「
北
界
」
が

こ
こ
で
あ
る
証
拠
と
し
て
い
る
が（
（1
（

、「
北
界
」
が
何
を
意
味
す
る
の

か
説
明
が
な
い
こ
と
は
措
い
て
も
、
当
該
史
料
を
何
ら
か
の
境
界
を

示
す
根
拠
と
し
て
用
い
る
の
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
第
八
章
第
六
節
に
お
い
て
は
、
安
史
の
乱
の
原
因
は
、
天
宝
年
間

に
お
け
る
平
盧
・
范
陽
・
河
東
三
鎮
の
乾
湿
率
の
変
化
が
特
に
顕
著

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
遊
牧
境
域
地
帯
の
気
候
変
動
で
あ
る
と
指

摘
す
る（
（1
（

。
附
さ
れ
た「
図
８
．
１
９ 

乾
湿
変
率
」の
グ
ラ
フ
か
ら
は
、

確
か
に
大
き
な
変
動
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
書
刊
行
当
時

に
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
安
史
の
乱
に
関
連
す
る
諸
文
献
は
一
切

参
照
さ
れ
て
お
ら
ず
、
関
連
史
料
も
提
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ

れ
だ
け
で
文
献
史
料
に
基
づ
く
従
来
の
研
究
を
覆
す
に
は
不
足
で
あ

る
。
文
献
を
用
い
た
研
究
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
も
定
か

で
な
い
。
一
方
で
、
同
節
で
は
、
本
特
集
の
「
総
括
」
に
も
提
示
さ

れ
た
デ
ィ
・
コ
ス
モ
が
指
摘
す
る
ウ
イ
グ
ル
帝
国
の
崩
壊
に
関
わ
る

気
候
変
動
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る（
（1
（

こ
と
か
ら
も
、
気
候
学
か
ら

の
指
摘
と
し
て
注
意
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
十
章
は
「
南
宋
・
元
代（
（1
（

」
と
し
て
中
世
温
暖
期
か
ら
小
氷
期
へ

と
移
り
か
わ
る
時
期
を
扱
い
、
特
に
第
四
節
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原

の
温
暖
な
気
候
が
モ
ン
ゴ
ル
の
征
西
の
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
、
こ
こ
で
は
多
数
の
関
連
研
究
が
参
照
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

つ
い
で
、
フ
ビ
ラ
イ
と
ア
リ
ク
ブ
ケ
の
間
の
帝
位
継
承
戦
争
に
つ
い

て
論
じ
た
上
で
南
宋
征
服
に
つ
い
て
も
議
論
が
展
開
さ
れ
、
フ
ビ
ラ

イ
の
南
宋
征
服
は
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
寒
冷
化
に
よ
っ
て
草
原
の
生
態

環
境
が
急
激
に
悪
化
し
た
た
め
に
、
フ
ビ
ラ
イ
が
農
耕
地
帯
に
定
住

す
る
決
心
を
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る（
（1
（

。
中
国
史
の

範
囲
だ
け
を
見
れ
ば
そ
う
見
え
な
い
こ
と
も
な
い
部
分
も
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
資
料
は
提
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
の
征
服
活
動
の
全
般
を
思
い
出
し
て
み

る
と
、
こ
こ
ま
で
断
定
し
て
よ
い
の
か
躊
躇
さ
れ
る
。
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史
苑
（
第
八
二
巻
第
二
号
）

　
本
書
は
、
全
体
を
通
し
て
、
精
緻
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
歴
史
学

の
分
野
か
ら
す
る
と
、
意
外
性
が
あ
り
、
重
要
と
思
わ
れ
る
指
摘
も

所
々
で
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
史
料
お
よ
び
歴
史
学
の
先
行
研
究

の
取
り
扱
い
の
杜
撰
さ
か
ら
、
十
分
な
議
論
を
尽
く
さ
ず
に
結
論
を

急
い
で
い
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
、
議
論
の
土
台
と
し
て
は
な
お
不

足
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
史
料
操
作
が
杜
撰
に
す
ぎ
て
理
解
困
難

な
部
分
も
多
い
た
め
、
議
論
に
は
入
れ
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ

ろ
う
。

　
中
国
史
が
専
門
の
評
者
に
は
、
現
段
階
で
は
デ
ー
タ
を
用
い
た
指

摘
に
つ
い
て
有
意
性
を
十
分
に
評
価
す
る
用
意
に
欠
け
る
こ
と
が
残

念
だ
が
、
著
者
等
の
専
門
を
考
慮
す
る
と
、
史
資
料
の
扱
い
が
上
手

く
な
い
こ
と
を
以
て
全
体
を
否
定
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
も
ち
ろ

ん
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
四
〇
〇
〇
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
、
大
著
と

は
い
え
一
冊
の
本
で
扱
う
こ
と
の
難
し
さ
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
史

資
料
を
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
適
切
な
扱
い
こ
そ
が
議
論
を
支
え

る
土
台
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
今
後
は
、
本
書
で
提
示
さ
れ
た
各
種

デ
ー
タ
や
、
そ
の
後
公
開
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
総
合
的
に
再
検
討
し
つ

つ
、
本
書
で
提
示
さ
れ
た
諸
見
解
が
妥
当
か
ど
う
か
、
改
め
て
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
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註（1
） 『
考
古
学
報
』
一
九
七
二
―
一
二
、一
五
―
三
八
頁
。
一
九
七
三
年

に
は
『
中
国
科
学
』・『
気
象
科
技
資
料
』
に
転
載
さ
れ
、
英
訳
も
刊

行
さ
れ
た
。

（
２
）
張
丕
遠
等
編
『
中
国
歴
史
気
候
変
化
』
山
東
科
学
技
術
出
版
社
、

一
九
九
六
年
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
史
念
海
『
河
山
集
』
全
九
巻
、
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、

一
九
六
三
―
二
〇
〇
六
年
。

（
４
）
本
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
地
理
学
・
気
象
学
の
立
場
か
ら
四
篇
の

書
評
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
劉
昌
明
「『
中
国
歴
朝
気
候
変
化
』
評

述
」『
地
理
学
報
』
第
六
六
巻
第
二
期
、
二
〇
一
一
年
。
王
紹
武
「『
中

国
歴
朝
気
候
変
化
』
出
版
」『
気
候
変
化
研
究
進
展
』
第
七
巻
第
二

期
、
二
〇
一
一
年
、
一
〇
九
頁
。
馬
玉
臣
「
中
国
気
候
史
研
究
最
新

成
果
―
―
読
葛
全
勝
等
編
著
的
『
中
国
歴
朝
気
候
変
化
―
―
気
象
科

技
史
視
野
下
的
社
会
変
遷
―
―
」『
地
理
学
報
』
第
六
七
巻
第
七
期
、

一
〇
〇
七
―
一
〇
〇
八
頁
、
二
〇
一
二
年
。
訾
威
・
杜
正
乾
「『
中
国

歴
朝
気
候
変
化
』
評
介
」『
自
然
科
学
史
研
究
』
第
三
三
巻
第
三
期
、

三
六
五
―
三
七
三
頁
、
二
〇
一
四
年
。
全
て
自
然
科
学
分
野
か
ら
の

書
評
で
あ
り
、
豊
富
な
史
料
に
基
づ
く
研
究
と
し
て
高
い
評
価
が
与

え
ら
れ
て
い
る
一
方
、
デ
ー
タ
の
提
示
に
お
い
て
専
門
用
語
が
多
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
人
文
社
会
学
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
読

み
に
く
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
分
野
か
ら
は
本
書
に
関

す
る
言
及
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
。

（
５
）
本
書
「
自
序
」、
ⅰ
頁
。

（
６
）訾
威
・
杜
正
乾
「『
中
国
歴
朝
気
候
変
化
』
評
介
」『
自
然
科
学
史
研
究
』

第
三
三
巻
第
三
期
、
二
〇
一
四
年
。

（
７
）
夏
商
周
断
代
工
程
専
家
組
『
夏
商
周
断
代
工
程
１
９
９
６
～

２
０
０
０
年
段
階
成
果
報
告
（
簡
本
）』
世
界
図
書
出
版
公
司
、

二
〇
〇
〇
年
。

（
８
）「
気
候
変
化
与
夏
商
周
文
明
演
進
」『
中
国
歴
朝
気
候
変
化
』
科
学

出
版
社
、
三
五
―
四
六
頁
。

（
９
）
た
と
え
ば
、
吉
本
道
雅
「
西
周
紀
年
考
」『
立
命
館
文
学
』
五
八
六

号
、
二
〇
〇
四
年
、
五
七
―
一
〇
八
頁
等
に
も
、「
夏
商
周
断
代
工
程
」

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
第
八
章
第
四
節
、
三
三
一
―
三
三
五
頁
。

（
11
）
第
八
章
第
六
節
、
三
七
一
頁
。

（
12
）
第
八
章
第
六
節
、
三
七
三
頁
。

（
13
）
第
十
章
、
四
三
六
―
四
九
二
頁
。

（
14
）
第
十
章
第
三
節
、
四
七
五
―
四
七
八
頁
。

（
15
）
第
十
章
第
四
節
、
四
八
三
頁
。

（
東
洋
大
学
文
学
部
教
授
）


